
1981年出上の木簡

た
か
ん
ど
う

石
川
。
高
堂
遺
跡

１
　
所
在
地
　
　
　
石
川
県
小
松
市
高
堂
町

２
　
調
査
期
間
　
　
一
九
七
九
年
（昭
５４
）
七
月
ぞ

一
九
八

一
年
（昭
５６
）
一
一
月

３
　
発
掘
機
関
　
　
石
川
県
立
埋
蔵
文
化
財
セ
ン
タ
ー

４
　
調
査
担
当
者
　
一戸
澗
幹
夫

５
　
注退
跡
の
種
類
　
集
落
跡

・
官
衝
跡

６
　
遺
跡
の
年
代
　
秀
生
時
代
末
期
ｉ
室
町
時
代

７
　
遺
跡
及
び
木
簡
出
土
遺
構
の
概
要

高
堂
遺
跡
は
、
小
松
市
街
地
よ
り
北
東

へ
約
四
血
の
能
美
平
野
北
端
部
に
立

地
す
る
。
東
に
高
く
西
に
低
い
緩
慢
な
傾
斜
を
も
つ
標
高
約
六
ｍ
を
測
る
水
田

地
帯
に
あ

っ
て
、
遺
跡
北
端

部
は
手
取
川
扇
状
地
南
縁
と

接
し
、
南
端
部
は
梯
川
沖
積

地
と
の
地
形
変
換
線
上
に
あ

る
。
東
方
約
二
ｋｍ
に
あ
る
能

美
丘
陵
上
に
は
、
県
内
で
も

有
数
の
能
美
古
墳
群
が
あ
り
、

能
美
地
域
の
有
力
支
配
層
の

累
世
的
な
推
移
を
示
す
も
の

と
し
て
重
視
さ
れ
て
い
る
。
と
こ
ろ
で
、
本
遺
跡
の
所
在
地
は
、
弘
仁

一
四
年

（
八
一〓
一）
の
加
賀
立
国
を
も

っ
て
分
離
す
る

「
加
賀
国
能
美
郡
」
に
属
す
る
。

国
府
推
定
地
ま
で
南

へ
約
二
血
を
測
り
、
安
宅
駅
の
推
定
地
へ
は
、
本
遺
跡
の

南
に
流
れ
る
八
丁
川
を
も
っ
て
通
じ
る
と
こ
ろ
に
あ
る
。
ま
た
、
近
年
、
浅
香

年
木
氏
に
よ
っ
て
指
摘
さ
れ
て
い
る
能
美
郡
家
の
推
定
地
に
近
接
す
る
と
こ
ろ

で
も
あ
る

（浅
香
年
木
氏
は

『古
代
地
域
史
の
研
究
』
に
お
い
て
、
能
美
郡
家
を
本
遺

跡
と
近
接
す
る
現
在
の
能
美
郡
寺
井
町
西
部
か
ら
同
郡
根
上
町
東
部
の
地
域
内
に
所
在

し
た
の
で
は
な
い
か
と
考
え
て
お
ら
れ
る
）。

高
堂
遺
跡
の
調
査
は
、
国
道
建
設
に
伴
う
事
前
調
査
で
あ
り
、　
一
九
七
九
年

よ
り
三
次
に
わ
た
っ
て
調
査
が
進
め
ら
れ
て
き
た
。
弥
生
時
代
終
末
期
か
ら
室

町
時
代
の
各
時
期
に
わ
た
る
複
合
遺
跡
で
あ
る
が
、
と
く
に
、
平
安
時
代
前
期

に
比
定
さ
れ
る
遺
構
が
際
立

っ
て
い
る
。
掘
立
柱
建
物
跡
や
溝
状
遺
構
な
ど
の

主
要
遺
構
を
は
じ
め
、
多
数
の
墨
書
土
器
、
皇
朝
十
二
銭
、
木
簡
な
ど
が
出
土

し
、
本
遺
跡
の
性
格
付
け
に
問
題
を
投
じ
て
い
る
。

建
物
跡
は
、
調
査
区
の
北
側
に
六
棟
か
ら
な
る
一
群
と
、
そ
れ
よ
り
南

へ
約

一
〇
〇
ｍ
の
空
地
部
分
を
隔
て
て
、
四
棟
以
上
か
ら
な
る
一
群
と
が
あ
る
。
両

群
と
も
、
大
き
な
方
位
の
変
化
な
く
建
替
が
行
わ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
両
建
物

群
の
南
側
に
は
、
建
物
域
を
画
す
南
北
溝
が
直
進
し
て
い
る
。
な
お
、
北
側
建

物
群
域
の
ほ
ぼ
中
間
に
あ
る
二
個
所
の
ピ
ッ
ト
か
ら
、
和
同
開
林
を
は
じ
め
と

す
る
銅
銭
が
埋
納
さ
れ
て
お
り
、
二
期
の
建
物
に
伴
う
地
鎮

・
鎮
壇
供
養
を
示

す
も
の
で
は
な
い
か
と
想
定
し
て
い
る
。

(小松)



さ
て
、
木
筒
が
出
土
し
た
遺
構
は
、
建
物
群
の
西
側
を
画
す
南
北
溝
で
あ
る
。

上
幅
約

一
。
五
ｍ
前
後
、
深
さ
約
五
〇

飢
前
後
を
平
均
と
し
、
二
Ｏ
Ｏ
ｍ
以
上

に
わ
た
っ
て
直
進
し
て
い
る
。
こ
の
溝
か
ら
は
、
「
隆
」
「改
吉
」
な
ど
の
墨
書

土
器
が
百
数
十
点
出
上
し
た
他
＾
曲
物
、
横
櫛
な
ど
の
木
製
品
が
多
荻
出
上
し

て
い
る
。

８
　
木
簡
の
釈
文

。
内
容

ω
　
×□
造
□〔酢
辟
蛇
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（駁
ｙ
ｅ
ｙ
的
忌

・
②

「
金
光
明
歳
勝
王
経
四
天
王
護
国
品
　
　
　
　
（∞じ
話
聟
伽
ｏ‘

木
簡
ω
は
、
南
側
建
物
跡
群
に
近
接
す
る
溝
中
の
下
層
堆
積
土

（平
安
初

期
）
よ
り
出
上
し
、
木
簡
②
は
、
そ
れ
よ
り
北

へ
約
四

〇
ｍ
の
溝
中
よ
り
出
土
し
て
い
る
。
い
ず
れ
も
九
世
紀

代
に
比
定
さ
れ
る
も
の
で
あ
る
。
①
の
第

一
文
字
は
、

「禾
」
偏
が
明
瞭
で
は
あ
る
が
、
右
半
が
欠
損
し
て
読

み
取
る
こ
と
が
で
き
な
い
。
下
三
字
は

「宿
女
」
と
読

め
る
可
能
性
が
あ
り
、
人
名
を
記
し
た
も
の
と
想
定
さ

れ
る
。
②
は
、
上
端
を
山
形
に
尖
ら
せ
た
も
の
で
、
下
半
部
に
は
文
字
は
認
め

ら
れ
な
い
。
鎮
護
国
家
の
根
本
聖
典
と
な
っ
た
経
題
を
示
す
も
の
と
し
て
特
筆

さ
れ
る
。
本
遺
跡
が
、
能
美
郡
衛
も
し
く
は
郡
寺
に
付
随
す
る
官
衛
跡
で
あ
る

可
能
性
も
考
え
ら
れ
る
こ
と
か
ら
、
木
簡
②
は
、
郡
領
層
と
国
家
儀
容
の
係
わ

り
の
一
端
を
示
す
も
の
と
も
考
え
ら
れ
る
。

９
　
関
係
文
献

俯
朋
セ県
左
理
成
文

『高
堂
遺
跡
―
第
１
次

。
第
２
次
発
掘
調
査
概
報
―
』

一
九
八

一
年

『高
堂
遺
跡
―
第
Ⅲ
次
発
掘
調
査
概
報
―
』

一
九
八
二
年

（戸
澗
幹
夫
）

←木簡(2)

傘
跡
工
舟
鬱
良
エ

↑木簡(1)
(原寸)




